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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータに、
　各事象の発生時期を示す情報に基づいて、第１の種別の事象ごとに、当該事象の発生時
期と、当該発生時期から所定時間内に発生した第２の種別の各事象の発生時期との時間間
隔を算出し、
　前記時間間隔に関する値の範囲であって、相互に最小値及び最大値の少なくともいずれ
か一方が異なる複数の範囲のそれぞれごとに、前記時間間隔の集合のうち当該範囲内に含
まれる時間間隔の数の当該範囲の大きさに対する第１の割合と、前記時間間隔の集合のう
ち当該範囲に含まれない時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさ
に対する第２の割合とを比較して、前記第１の種別の事象と、前記第２の種別の事象との
相関の有無を判定する、
処理を実行させることを特徴とする相関判定プログラム。
【請求項２】
　前記判定する処理は、前記複数の範囲のそれぞれについて、前記第１の種別の事象ごと
に、当該事象に関して算出された時間間隔の集合のうち当該範囲に含まれる時間間隔の数
の当該範囲の大きさに対する第３の割合について、当該集合のうち当該範囲に含まれない
時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさに対する第４の割合に対
する比率を算出し、前記複数の範囲のうちのいずれかの範囲において、当該範囲に関して
算出された前記比率の集合のうち第１の閾値以上である比率の数が第２の閾値以上となる
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場合には、前記第１の割合と前記第２の割合との比較に関わらず、前記第１の種別の事象
と前記第２の種別の事象とは相関を有すると判定する、
ことを特徴とする請求項１記載の相関判定プログラム。
【請求項３】
　前記判定する処理は、前記複数の範囲のうち、長さが第３の閾値以下である範囲につい
て、前記第１の割合と前記第２の割合とを比較する、
ことを特徴とする請求項１又は２記載の相関判定プログラム。
【請求項４】
　前記判定する処理は、最小値が相対的に大きい範囲に関して、前記第３の閾値を相対的
に大きくする、
ことを特徴とする請求項３記載の相関判定プログラム。
【請求項５】
　コンピュータが、
　各事象の発生時期を示す情報に基づいて、第１の種別の事象ごとに、当該事象の発生時
期と、当該発生時期から所定時間内に発生した第２の種別の各事象の発生時期との時間間
隔を算出し、
　前記時間間隔に関する値の範囲であって、相互に最小値及び最大値の少なくともいずれ
か一方が異なる複数の範囲のそれぞれごとに、前記時間間隔の集合のうち当該範囲内に含
まれる時間間隔の数の当該範囲の大きさに対する第１の割合と、前記時間間隔の集合のう
ち当該範囲に含まれない時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさ
に対する第２の割合とを比較して、前記第１の種別の事象と、前記第２の種別の事象との
相関の有無を判定する、
処理を実行することを特徴とする相関判定方法。
【請求項６】
　前記判定する処理は、前記複数の範囲のそれぞれについて、前記第１の種別の事象ごと
に、当該事象に関して算出された時間間隔の集合のうち当該範囲に含まれる時間間隔の数
の当該範囲の大きさに対する第３の割合について、当該集合のうち当該範囲に含まれない
時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさに対する第４の割合に対
する比率を算出し、前記複数の範囲のうちのいずれかの範囲において、当該範囲に関して
算出された前記比率の集合のうち第１の閾値以上である比率の数が第２の閾値以上となる
場合には、前記第１の割合と前記第２の割合との比較に関わらず、前記第１の種別の事象
と前記第２の種別の事象とは相関を有すると判定する、
ことを特徴とする請求項５記載の相関判定方法。
【請求項７】
　前記判定する処理は、前記複数の範囲のうち、長さが第３の閾値以下である範囲につい
て、前記第１の割合と前記第２の割合とを比較する、
ことを特徴とする請求項５又は６記載の相関判定方法。
【請求項８】
　前記判定する処理は、最小値が相対的に大きい範囲に関して、前記第３の閾値を相対的
に大きくする、
ことを特徴とする請求項７記載の相関判定方法。
【請求項９】
　各事象の発生時期を示す情報に基づいて、第１の種別の事象ごとに、当該事象の発生時
期と、当該発生時期から所定時間内に発生した第２の種別の各事象の発生時期との時間間
隔を算出する算出部と、
　前記時間間隔に関する値の範囲であって、相互に最小値及び最大値の少なくともいずれ
か一方が異なる複数の範囲のそれぞれごとに、前記時間間隔の集合のうち当該範囲内に含
まれる時間間隔の数の当該範囲の大きさに対する第１の割合と、前記時間間隔の集合のう
ち当該範囲に含まれない時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさ
に対する第２の割合とを比較して、前記第１の種別の事象と、前記第２の種別の事象との
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相関の有無を判定する判定部と、
を有することを特徴とする相関判定装置。
【請求項１０】
　前記判定部は、前記複数の範囲のそれぞれについて、前記第１の種別の事象ごとに、当
該事象に関して算出された時間間隔の集合のうち当該範囲に含まれる時間間隔の数の当該
範囲の大きさに対する第３の割合について、当該集合のうち当該範囲に含まれない時間間
隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさに対する第４の割合に対する比
率を算出し、前記複数の範囲のうちのいずれかの範囲において、当該範囲に関して算出さ
れた前記比率の集合のうち第１の閾値以上である比率の数が第２の閾値以上となる場合に
は、前記第１の割合と前記第２の割合との比較に関わらず、前記第１の種別の事象と前記
第２の種別の事象とは相関を有すると判定する、
ことを特徴とする請求項９記載の相関判定装置。
【請求項１１】
　前記判定部は、前記複数の範囲のうち、長さが第３の閾値以下である範囲について、前
記第１の割合と前記第２の割合とを比較する、
ことを特徴とする請求項９又は１０記載の相関判定装置。
【請求項１２】
　前記判定部は、最小値が相対的に大きい範囲に関して、前記第３の閾値を相対的に大き
くする、
ことを特徴とする請求項１１記載の相関判定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、相関判定プログラム、相関判定方法、及び相関判定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療の現場では、治療に際して病院内で観察される情報に基づいて治療が行われるのが
一般的である。
【０００３】
　一方、ウェアラブルセンサ等の出現により、個人毎に日常生活中の活動に関するセンサ
データ（加速度、各速度、心拍数、血圧等）が示す事象（以下、「イベント」という。）
について、コンピュータへの収集が可能となっている。また、各個人又は医師等が、個人
ごとに、日常生活中の活動に関するイベント（薬の服用、食事の摂取等）を、コンピュー
タに入力することも可能である。
【０００４】
　そこで、患者の日常生活中の活動に関して上記のように収集又は入力されるイベントを
観察することで、日常のどのような場面で、患者に関して機能異常が発生しているのかが
把握可能となり、効果的な診療を期待することができる。たとえば、薬を飲んだ後に血圧
が異常になることが把握可能となり、薬の投与を控えるといった診療が可能となる。
【０００５】
　従来、医学的知見から、機能異常ごとに着目すべきイベント（以下、「着目イベント」
という。）は特定されると想定されている。例えば、心臓の異常であれば、心電波形の異
常に着目すればよいし、転倒のリスクを把握したい場合、歩行速度の低下やふらつきの発
生等に着目すればよいと考えられる。
【０００６】
　そうすると、着目イベントが発生する背景、すなわち、着目イベントと相関を有する別
のイベント（以下、「関連イベント」という。）を抽出することができれば、機能異常の
改善に有効な知見を得ることが可能であると考えられる。
【０００７】
　従来、コンピュータシステムに関するイベントについて、着目イベントの直前における
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発生頻度が閾値以上であるイベントを、関連イベントとして抽出することが検討されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－４１０４１号公報
【特許文献２】特開２００４－１５７６１４号公報
【特許文献３】特開２００７－４８２００号公報
【特許文献４】特開２０１３－１３１１７０号公報
【特許文献５】特願２００１－５４０７１０号公報
【特許文献６】特開２０１１－２０９９０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特に、人の日常生活中の活動に関しては、関連イベントの発生のタイミ
ングは、必ずしも着目イベントの直前であるとは限らない。例えば、食事をした後の５分
後～６０後の間で血圧が低下することが有る。また、運動後に通常の心拍数に戻るまでに
、５分～１５分要する場合が有る。また、食事後の３０分～９０分後に、消化によるエネ
ルギー消費のため、心拍数が上昇することが有る。
【００１０】
　このように、着目イベントに対する発生間隔が長い関連イベントについては、着目イベ
ントの直前の期間を観察するのみでは抽出されない可能性が高い。
【００１１】
　そこで、発生間隔が長い関連イベントの抽出を可能とするため、着目イベントの発生時
から、長期間の範囲における発生頻度が閾値以上であるイベントを、関連イベントとして
抽出することが考えられる。しかしながら、この場合、日常生活中の活動として通常行わ
れる行動に関するイベントまでもが関連イベントとして抽出されてしまう可能性が有る。
例えば、夕食を摂ってから５時間以内に就寝することが生活習慣である人に関しては、就
寝を着目イベントにした場合、夕食の摂取が関連イベントであると抽出されてしまう可能
性が有る。
【００１２】
　また、関連イベントの発生頻度のみに依存して関連イベントが抽出される場合、「呼吸
」や「瞬き」等、常に発生しうるイベントが、或るイベントの関連イベントとして抽出さ
れる可能性が高い。
【００１３】
　そこで、一側面では、或る事象に相関を有する事象の抽出精度を向上させることを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　一つの案では、相関判定プログラムは、コンピュータに、各事象の発生時期を示す情報
に基づいて、第１の種別の事象ごとに、当該事象の発生時期と、当該発生時期から所定時
間内に発生した第２の種別の各事象の発生時期との時間間隔を算出し、前記時間間隔に関
する値の範囲であって、相互に最小値及び最大値の少なくともいずれか一方が異なる複数
の範囲のそれぞれごとに、前記時間間隔の集合のうち当該範囲内に含まれる時間間隔の数
の当該範囲の大きさに対する第１の割合と、前記時間間隔の集合のうち当該範囲に含まれ
ない時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさに対する第２の割合
とを比較して、前記第１の種別の事象と、前記第２の種別の事象との相関の有無を判定す
る、処理を実行させる。
【発明の効果】
【００１５】
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　一側面によれば、或る事象に相関を有する事象の抽出精度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施の形態において用いられる図面の見方を説明するための図である。
【図２】本発明の実施の形態において基本となる第１の考え方を説明するための図である
。
【図３】本発明の実施の形態において基本となる第２の考え方を説明するための図である
。
【図４】本発明の実施の形態において基本となる第３の考え方を説明するための図である
。
【図５】本発明の実施の形態における関連イベントの判定方法の概要を説明するための第
１の図である。
【図６】本発明の実施の形態における関連イベントの判定方法の概要を説明するための第
２の図である。
【図７】本発明の実施の形態における相関判定装置のハードウェア構成例を示す図である
。
【図８】本発明の実施の形態における相関判定装置の機能構成例を示す図である。
【図９】相関判定装置が実行する処理手順の一例を説明するためのフローチャートである
。
【図１０】着目イベント及び候補イベントのそれぞれの時系列データの一例を示す図であ
る。
【図１１】パラメータ記憶部の構成例を示す図である。
【図１２】着目イベントと候補イベントとの時間間隔の算出結果の一例を示す図である。
【図１３】判定窓の生成を説明するための図である。
【図１４】判定窓の生成処理によって特定されるデータの一例を示す図である。
【図１５】一つの判定窓に関する着目イベントと候補イベントとの相関の有無の判定処理
の処理手順の一例を説明するためのフローチャートである。
【図１６】事例ごとのＺ１ｉｎ及びＺ１ｏｕｔ並びに比率Ｒ１の算出例を示す図である。
【図１７】判定窓の開始時点に応じた閾値T_THの求め方の一例を説明するための図である
。
【図１８】比率Ｒ２の算出方法の一例を説明するための図である。
【図１９】関連イベント記憶部の構成例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態を説明する。まず、本実施の形態において用
いられる図面の見方について説明する。図１は、本実施の形態において用いられる図面の
見方を説明するための図である。
【００１８】
　本実施の形態では、人の日常生活における活動に関して、人に取り付けられたセンサ若
しくは人によって携帯されるセンサによって検知されるデータや、人によって入力される
データが、コンピュータに収集されている状態を前提とする。このような状態において、
或る事象（以下、「イベント」という。）と相関又は関連（以下、「相関」で統一する。
）を有するイベントを抽出する方法について説明する。なお、ここでの「或る事象」を、
以下「着目イベント」といい、着目イベントに相関を有するイベントを、「関連イベント
」という。
【００１９】
　関連イベントの抽出に際し、まず、着目イベントと、関連イベントに該当するか否かに
ついて判定対象とされるイベント（以下、「候補イベント」という。）とが指定される。
【００２０】
　図１の（１）には、収集されたデータに基づいて特定される、候補イベントの発生時点
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と着目イベントの発生時点とが時間軸上に配列に示されている。すなわち、（１）の水平
方向は、時間軸を示し、左から右の方向に時間が進む。各行において、塗りつぶされた矩
形が配置されている時点が、候補イベント又は着目イベントの発生時点を示す。なお、本
実施の形態において、着目イベントの発生のそれぞれを「事例ｎ」という。ｎは、観察対
象とする期間における、着目イベントの発生順を示す。図１の（１）では、事例１～事例
３までが示されており、事例４以降については、省略されている。
【００２１】
　図１の（２）は、事例ｎごとに、事例ｎの発生時点から所定時間内に発生した候補イベ
ントが、事例ｎの発生時点を基準としてプロットされた図である。すなわち、（２）では
、各事例が垂直方向に配列されている。事例ｎごとの行では、事例ｎに係る着目イベント
の発生時から所定時間内に発生した候補イベントの発生時点がプロットされている。例え
ば、（１）における破線の矩形によって示される範囲から明らかなように、事例２からの
所定時間においては、候補イベントが２回発生している。したがって、（２）において、
事例２に対応する行には、これら２回分の候補イベントの発生時点がプロットされている
。
【００２２】
　また、（２）において、符号Ｗによって示される矩形は、観察対象とする時間幅を示す
窓（以下、「判定窓」という。）である。本実施の形態では、判定窓Ｗを水平方向にずら
しながら、判定窓Ｗにおける、候補イベントの発生頻度（以下、単位「頻度」という。）
が計測される。或るイベントの頻度の算出式は、たとえば以下の通りである。
【００２３】
　頻度＝（判定窓Ｗ内においてイベントが１回以上発生した事例の数）÷全事例の数
　例えば、（２）における候補イベントの頻度は、１÷８＝０．１２５である。なお、判
定窓Ｗ内において、事例５に関して候補イベントが２回発生していたとしても、候補イベ
ントの頻度は、０．１２５である。
【００２４】
　次に、本実施の形態において基本となる考え方について説明する。図２は、本発明の実
施の形態において基本となる第１の考え方を説明するための図である。
【００２５】
　第１の考え方は、判定窓Ｗ内の頻度が小さくても、当該頻度が判定窓Ｗ外の頻度に比べ
て非常に大きければ、候補イベントと着目イベントとの相関は高いとする考え方である。
すなわち、図２において、判定窓Ｗ内の頻度は、左側と右側とで同じであるが、判定窓Ｗ
外の頻度に対する判定窓Ｗ内の頻度の比率は、右側の方が高い。したがって、図２では、
右側の状態の方が、候補イベントと着目イベントとの相関が高いと考えられる。
【００２６】
　例えば、着目イベントが睡眠の開始であり、候補イベントが食事の終了であるとすると
、左側では、食事が終了してから３０分～４５分後（判定窓Ｗの時間帯）に睡眠が開始さ
れる頻度が、４÷５＝０．８であり、他の時間帯においても、同様の頻度が観測される。
一方、右側では、食事が終了してから３０分～４５分後（判定窓Ｗの時間帯）に睡眠が開
始される頻度が、４÷５＝０．８であるが、他の時間帯においては、同様の頻度は観測さ
れない。このような場合、右側の方が、食事の終了と睡眠の開始との相関は高いものと考
えられる。
【００２７】
　但し、第１の考え方によれば、判定窓Ｗの時間幅が広くなればなるほど、判定窓Ｗ内の
頻度が高くなる可能性が高い。そこで、第１の考え方を補完するために、本実施の形態で
は、第２の考え方が導入される。
【００２８】
　図３は、本発明の実施の形態において基本となる第２の考え方を説明するための図であ
る。第２の考え方は、時間幅が相対的に非常に狭い判定窓Ｗの頻度と時間幅が相対的に広
い判定窓Ｗの頻度との違いが小さい場合、前者の頻度の方が小さくても、前者の方が相関
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が高いとする考え方である。
【００２９】
　例えば、図３において、左側の判定窓Ｗ内の頻度は、右側の判定窓Ｗ内の頻度よりも高
いが、右側の判定窓Ｗの幅は、左側の判定窓Ｗに比べて非常に狭い。したがって、この場
合、右側の状態の方が相関が高いと考えられる。左側で言えることは、食事を終了した０
～３００分後に睡眠が開始される頻度が高いということである。一方、右側で言えること
は、食事をしてから３０～４５分後に睡眠が開始される可能性が高いということである。
このような場合、右側の方が、食事の終了と睡眠の開始との相関は高いものと考えられる
。
【００３０】
　但し、関連イベントが発生する時点と着目イベントが発生する時点との間隔が大きくな
ればなるほど、各事例における、着目イベントに対する関連イベントの発生時点のばらつ
きは大きくなると考えられる。例えば、薬Ａを服用してから５分以内に副作用Ｘが発症す
る場合と、薬Ｂを服用してから３時間後に副作用Ｙが発症する場合とを比べると、後者の
方が副作用が発症するタイミングがばらつく可能性が高いと考えられる。薬を飲む日によ
って体調等、人の生理特性が異なるためである。また、関連イベントと着目イベントとの
間隔が長くなればなるほど、当該間隔において、別の行動が行われ、関連イベントと着目
イベントとの間隔とが広げられる可能性が有るからである。例えば、薬の服用後、３０分
以内に就寝する人と、薬の服用後、３時間後以降に就寝する人とでは、後者の人の方が、
３時間の間における行動によって、就寝時間が前後する可能性が高い。
【００３１】
　第１及び第２の考え方だけでは、例えば、上記の「薬Ａの服用」と「副作用Ｘの発症」
との相関と、「薬Ｂの服用」と「副作用Ｙの発症」との相関が、本来、同程度であったと
しても、前者の方が相関が高いと判定される可能性が有る。そこで、第２の考え方を補完
するために、本実施の形態では、第３の考え方が導入される。
【００３２】
　図４は、本発明の実施の形態において基本となる第３の考え方を説明するための図であ
る。第３の考え方は、判定窓Ｗの時間幅が広くても着目イベントとの間隔が離れていれば
、候補イベントは着目イベントと相関を有する可能性が有るとする考え方である。
【００３３】
　図４の左側の場合、判定窓Ｗ内の候補イベントの頻度は、１÷５＝０．２となる。しか
し、図４において、候補イベント群は、着目イベント群と約９０分も離れているため、図
４の右側のように、候補イベント群のばらつきを許容して、判定窓Ｗの時間幅を広げるこ
とで、判定窓Ｗ内の候補イベントの頻度は、４÷５＝０．８となる。
【００３４】
　本実施の形態では、上記の第１から第３の考え方に基づいて、候補イベントが関連イベ
ントであるか否かの判定が行われる。続いて、本実施の形態における関連イベントの判定
方法のポイントについて説明する。
【００３５】
　図５は、本発明の実施の形態における関連イベントの判定方法の概要を説明するための
第１の図である。
【００３６】
　本実施の形態では、相互に時間幅及び位置の少なくともいずれか一方が異なる複数種類
の判定窓Ｗが利用される。それぞれの判定窓Ｗごとに、判定窓Ｗ内における候補イベント
の発生割合と、判定窓Ｗ外における候補イベントの発生割合とが算出される。いずれかの
判定窓Ｗにおいて、後者の発生割合に対する前者の発生割合の比率が閾値R_TH以上であれ
ば、候補イベントは関連イベントであると判定される。ここで、判定窓Ｗ内における候補
イベントの発生割合は、判定窓Ｗ内における候補イベントの発生回数を、判定窓Ｗの時間
幅で除することにより算出される。また、判定窓Ｗ外における候補イベントの発生割合は
、判定窓Ｗ外における候補イベントの発生回数を、全体の期間（図５における水平方向の
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期間）から判定窓Ｗの時間幅を除いた期間で除することにより算出される。したがって、
図５において、（１）よりも（２）の方が、候補イベントが関連イベントであると判定さ
れる可能性が高い。なお、図５において説明した処理を、「ポイント１」という。
【００３７】
　但し、イベントの発生状況によっては、ポイント１が有効でない場合も有る。そこで、
本実施の形態では、図６において説明される処理が実行される。
【００３８】
　図６は、本発明の実施の形態における関連イベントの判定方法の概要を説明するための
第２の図である。図６では、事例１に関して、候補イベントが１００回発生していること
とする。一方、事例２～４では、それぞれ１回ずつしか発生していないとする。このよう
な場合、ポイント１によって算出される比率が、閾値R_TH未満となる可能性が高い。した
がって、候補イベントは関連イベントでないと判定される可能性が高い。しかし、事例２
～４を観察すれば、候補イベントが関連イベントである可能性は非常に高いと考えられる
。
【００３９】
　そこで、本実施の形態では、ポイント１の実行前に、事例ごとに、判定窓Ｗ内の候補イ
ベントの発生割合と、判定窓Ｗ外の候補イベントの発生割合とが算出される。その結果、
後者の発生割合に対する前者の発生割合の比率が閾値α以上である事例の割合が、閾値β
以上であれば、ポイント１が実行されずに、候補イベントは、関連イベントであると判定
される。
【００４０】
　なお、図６において説明した処理を、「ポイント２」という。ポイント１及びポイント
２は、第１の考え方に基づく処理である。
【００４１】
　また、本実施の形態では、相互に時間幅及び位置の少なくともいずれか一方が異なる複
数種類の判定窓Ｗが利用されるところ、全ての時間幅の判定窓Ｗに関して、ポイント１は
、有効ではない。すなわち、図３において説明したように、時間幅が狭い判定窓Ｗと時間
幅が広い判定窓Ｗとに関して、ポイント１による比率が同じである場合であっても、時間
幅が狭い判定窓Ｗに関する比率の方が、相関に関して高く評価されるべきである。
【００４２】
　そこで、本実施の形態では、ポイント２において、候補イベントが関連イベントである
と判定されなかった場合において、判定窓Ｗの時間幅が閾値T_TH以下である場合にのみ、
ポイント１の処理を有効とする、ポイント３と呼ばれる処理が実行される。なお、ポイン
ト３は、第３の考え方に対応する処理である。
【００４３】
　更に、図４において説明したように、着目イベントとの間隔が大きくなればなるほど、
各候補イベント間のずれに対する許容幅は大きくされるべきである。そこで、本実施の形
態では、判定窓Ｗの位置に応じて、ポイント２に関して利用される閾値T_THが変更される
。より詳しくは、判定窓Ｗの位置が、着目イベントから遠ければ遠いほど、閾値ＨＴ２は
大きくなる。以下、閾値T_THの変更に関する処理を、ポイント４と呼ぶ。
【００４４】
　以下、ポイント１～４に基づいて、関連イベントの判定を行う相関判定装置１０につい
て、具体的に説明する。
【００４５】
　図７は、本発明の実施の形態における相関判定装置のハードウェア構成例を示す図であ
る。図７の相関判定装置１０は、それぞれバスＢで相互に接続されているドライブ装置１
００、補助記憶装置１０２、メモリ装置１０３、ＣＰＵ１０４、及びインタフェース装置
１０５等を有する。
【００４６】
　相関判定装置１０での処理を実現するプログラムは、記録媒体１０１によって提供され
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る。プログラムを記録した記録媒体１０１がドライブ装置１００にセットされると、プロ
グラムが記録媒体１０１からドライブ装置１００を介して補助記憶装置１０２にインスト
ールされる。但し、プログラムのインストールは必ずしも記録媒体１０１より行う必要は
なく、ネットワークを介して他のコンピュータよりダウンロードするようにしてもよい。
補助記憶装置１０２は、インストールされたプログラムを格納すると共に、必要なファイ
ルやデータ等を格納する。
【００４７】
　メモリ装置１０３は、プログラムの起動指示があった場合に、補助記憶装置１０２から
プログラムを読み出して格納する。ＣＰＵ１０４は、メモリ装置１０３に格納されたプロ
グラムに従って相関判定装置１０に係る機能を実行する。インタフェース装置１０５は、
ネットワークに接続するためのインタフェースとして用いられる。
【００４８】
　なお、記録媒体１０１の一例としては、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤディスク、又はＵＳＢメ
モリ等の可搬型の記録媒体が挙げられる。また、補助記憶装置１０２の一例としては、Ｈ
ＤＤ（Hard Disk Drive）又はフラッシュメモリ等が挙げられる。記録媒体１０１及び補
助記憶装置１０２のいずれについても、コンピュータ読み取り可能な記録媒体に相当する
。
【００４９】
　図８は、本発明の実施の形態における相関判定装置の機能構成例を示す図である。図８
において、相関判定装置１０は、イベント選択部１１、イベントデータ取得部１２、パラ
メータ取得部１３、時間間隔算出部１４、判定窓生成部１５、相関判定部１６、及び結果
出力部１７等を有する。これら各部は、相関判定装置１０にインストールされる１以上の
プログラムが、ＣＰＵ１０４に実行させる処理により実現される。相関判定装置１０は、
また、イベントデータ記憶部１２１、パラメータ記憶部１２２、及び関連イベント記憶部
１２３等を利用する。これら各記憶部は、例えば、補助記憶装置１０２、又は相関判定装
置１０にネットワークを介して接続可能な記憶装置等を用いて実現可能である。
【００５０】
　イベント選択部１１は、着目イベントとするイベントの種別と候補イベントとするイベ
ントの種別とを選択する。
【００５１】
　イベントデータ取得部１２は、着目イベントに関するイベントデータと、候補イベント
に関するイベントデータとを、イベントデータ記憶部１２１から取得する。イベントデー
タ記憶部１２１には、各イベントに関するイベントデータが、時系列に記憶されている。
各イベントデータには、例えば、イベントの種別、イベントの発生日時等が含まれている
。
【００５２】
　パラメータ取得部１３は、着目イベントと候補イベントとの相関の有無の判定処理に利
用される判定窓Ｗに関するパラメータを、パラメータ記憶部１２２から取得する。時間間
隔算出部１４は、イベントデータ取得部１２によって取得されたイベントデータ群に基づ
いて、着目イベントごとに、当該着目イベントの発生日時と、当該着目イベントの発生か
ら所定時間内に発生した各候補イベントの発生日時との時間間隔を算出する。
【００５３】
　判定窓生成部１５は、相互に時間幅及び位置の少なくともいずれか一方が異なる複数の
判定窓Ｗを生成する。相関判定部１６は、複数の判定窓Ｗを利用して、上記したポイント
１～４に基づいて、着目イベントと候補イベントとの相関の有無を判定する。結果出力部
１７は、相関判定部１６による判定結果を出力する。例えば、結果出力部１７は、着目イ
ベントに対して相関が有ると判定された候補イベント（すなわち、関連イベント）に関す
る情報を、関連イベント記憶部１２３に記憶する。
【００５４】
　以下、相関判定装置１０が実行する処理手順について説明する。図９は、相関判定装置
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が実行する処理手順の一例を説明するためのフローチャートである。
【００５５】
　ステップＳ１０１において、イベント選択部１１は、複数のイベントの種別の中から、
着目イベントとする１つの種別と候補イベントとする１以上の種別とを選択する。着目イ
ベントの種別及び候補イベントの種別は、ユーザによって入力されてもよい。例えば、患
者Ａに対して或る薬Ｘを処方した医師がユーザであるとする。当該ユーザは、薬Ｘの服用
が、患者Ａに対してどのような影響を及ぼすのかを知りたいとする。この場合、例えば、
「薬Ｘを服用」が着目イベントとされ、「ふらつく」、「心拍数が２０ｂｐｍ以上に上昇
」、「体温が３８度以上に上昇」、「最高血圧が１４０ｍｍＨｇ以上に上昇」等の複数の
イベントが候補イベントとして選択されてもよい。ステップＳ１０３以降は全ての候補イ
ベントごとに実行されるが、本実施の形態では、便宜上、１つの候補イベントである「ふ
らつく」を例にして説明する。以下において、単に、「候補イベント」という場合、選択
された候補イベントの中で、処理対象とされている１つの候補イベントを意味する。
【００５６】
　続いて、イベントデータ取得部１２は、患者Ａに関するイベントデータであって、着目
イベントに関するイベントデータと、候補イベントに関するイベントデータとのそれぞれ
をイベントデータ記憶部１２１に記憶されているイベントデータ群の中から抽出する。イ
ベントデータ取得部１２は、着目イベント及び候補イベントのそれぞれに関して抽出され
たイベントデータに基づいて、それぞれの時系列データを生成する（Ｓ１０２）。なお、
本実施の形態において、イベントデータ記憶部１２１には、患者Ａに取り付けられたセン
サによって収集されたデータや、患者Ａ又は医師（ユーザ）によって入力されたデータ等
が、患者Ａに関するイベントデータとして、時系列に記憶されている。
【００５７】
　図１０は、着目イベント及び候補イベントのそれぞれの時系列データの一例を示す図で
ある。図１０において、（１）は、着目イベントの時系列データを示す。当該時系列デー
タは、発生した着目イベントごとに、事例番号及び発生日時を含む。事例番号は、着目イ
ベントの発生順序を示す番号であり、例えば、イベントデータ取得部１２によって割り当
てられる。
【００５８】
　また、（２）は、候補イベントの時系列データを示す。当該時系列データは、発生した
候補イベントごとに、発生番号及び発生日時を含む。発生番号は、候補イベントの発生順
序を示す番号であり、例えば、イベントデータ取得部１２によって割り当てられる。　な
お、着目イベント及び候補イベントのそれぞれの時系列データは、図１の（１）に示した
情報を示すデータである。
【００５９】
　なお、事例番号と発生番号とは、着目イベントと候補イベントとの対応関係を示すもの
ではない。事例番号及び発生番号のそれぞれは、それぞれのイベントの集合内における発
生の順番を示すものだからである。
【００６０】
　続いて、パラメータ取得部１３は、判定窓Ｗに関するパラメータをパラメータ記憶部１
２２から取得する（Ｓ１０３）。
【００６１】
　図１１は、パラメータ記憶部の構成例を示す図である。図１１に示されるように、パラ
メータ記憶部１２２には、時間幅の候補、ずらし幅の倍率、及び最大時間範囲等が記憶さ
れている。
【００６２】
　時間幅の候補は、判定窓Ｗの時間幅の候補である。ずらし幅の倍率は、判定窓Ｗのずら
し幅を決定するためのパラメータである。判定窓Ｗの時間幅に対し、ずらし幅の倍率を乗
じることにより得られる値が、判定窓Ｗのずらし幅となる。なお、判定窓Ｗのずらし幅と
は、判定窓Ｗの位置をずらす前の判定窓Ｗの位置と、ずらした後の判定窓の位置との間隔
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である。最大時間範囲は、事例ごとに、当該事例に係る着目イベントに対する候補イベン
トの抽出範囲を示すパラメータである。例えば、最大時間範囲には、着目イベントによる
影響が発生しうると考えられる最大の時間範囲が指定される。なお、本実施の形態におい
て、時間幅及び最大時間範囲の単位は、秒である。
【００６３】
　時間幅の候補や最大時間範囲は、ユーザ（医師）の経験的知識等、ある程度の事前知識
（例えば、薬Ｘの効果は服用後の１～２時間以内である等の知識）が有る場合には、当該
事前知識が活用されて設定されてもよい。薬Ｘの効果が、服用後の１～２時間以内であれ
ば、例えば、最大時間幅には、２時間を示す値が設定されてもよい。
【００６４】
　続いて、時間間隔算出部１４は、着目イベントごとに、当該着目イベントの発生日時か
ら最大時間範囲内に発生した各候補イベントとの時間間隔（発生日時の差分の絶対値）を
算出する（Ｓ１０４）。なお、本実施の形態では、着目イベント（薬Ｘの服用）が、候補
イベント（ふらつく）よりも先に発生するイベントであるため、着目イベントの発生日時
から最大時間範囲内とは、着目イベントの発生日時以降の時間範囲を意味する。仮に、着
目イベントが、候補イベントよりも後に発生するイベントである場合、着目イベントの発
生日時から最大時間範囲内とは、着目イベントの発生日時以前の時間範囲を意味する。ま
た、算出される時間間隔は、必ずしも絶対値でなくてもよいが、本実施の形態では、時間
間隔が負である場合を除外して説明を簡略化するために（すなわち、説明の便宜上）、時
間間隔は絶対値とされる。
【００６５】
　図１２は、着目イベントと候補イベントとの時間間隔の算出結果の一例を示す図である
。図１２には、図１０の（１）に示した着目イベントごとに、当該着目イベントの発生日
時から最大時間範囲内に発生した各候補イベントとの時間間隔の算出結果が示されている
。本実施の形態において、時間間隔の単位は秒である。なお、図１２に示される情報は、
図１の（２）に示した情報に相当する。
【００６６】
　なお、通常、最大時間範囲は、各着目イベントの発生間隔に比べて非常に短い。例えば
、薬Ｘの服用時期が就寝前（すなわち、１日に１回）である場合であって、薬Ｘの効果が
３時間である場合、ステップＳ１０４では、当該３時間における候補イベントに関して、
時間間隔が算出される。したがって、通常は、複数の着目イベントに関して、同じ候補イ
ベントとの時間間隔が重複して算出される可能性は低い。なお、斯かる重複が発生しうる
場合には、重複が除去されて時間間隔が算出されてもよい。
【００６７】
　続いて、判定窓生成部１５は、判定窓Ｗに関するパラメータ（図１１）に基づいて、判
定窓Ｗを生成する（Ｓ１０５）。具体的には、１０、２０、５０、１００である４通りの
時間幅の判定窓Ｗのそれぞれごとに、例えば、０を開始時点（判定窓Ｗの範囲の最小値）
の初期値とし、開始時点が最大時間範囲内においてずらし幅ずつずらされながら判定窓Ｗ
が生成される。各判定窓Ｗの終了時点（判定窓Ｗの範囲の最大値）は、当該判定窓Ｗの開
始時点に対して当判定窓Ｗの時間幅（当該判定窓Ｗの大きさ）が加算された値となる。ま
た、ずらし幅は、各判定窓Ｗの時間幅にずらし幅の倍率を乗じることで特定される。その
結果、相互に開始時点（最小値）及び終了時点（最大値）の少なくともいずれか一方が異
なる複数の判定窓Ｗが生成される。なお、開始時点の初期値は、必ずしも０でなくてもよ
い。例えば、０以上であって、ステップＳ１０４において算出された時間間隔の最小値以
下の値であれば、開始時点の起点は、どのような値であってもよい。
【００６８】
　図１３は、判定窓の生成を説明するための図である。図１３では、時間幅の候補ごとに
、開始時点ついてずれを有する判定窓Ｗが列挙されている。なお、図１３に列挙された判
定窓Ｗは、図１１に示したパラメータに基づいて生成される判定窓Ｗを厳密に表現するも
のではない。本実施の形態において、ずらし幅の倍率は０．５である（すなわち、１未満
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）であるため、相互に１回分のずれを有する判定窓Ｗは、相互に重複する範囲を有するか
らである。
【００６９】
　なお、ステップＳ１０５においては、生成された判定窓Ｗごとに、当該判定窓Ｗの開始
時点及び終了時点等が特定される。図１４は、判定窓の生成処理によって特定されるデー
タの一例を示す図である。図１４に示されるように、ステップＳ１０５では、判定窓Ｗご
とに、判定窓番号、時間幅、ずらし幅、開始時点、及び終了時点等が特定される。
【００７０】
　判定窓番号は、各判定窓Ｗの識別情報である。時間幅及びずらし幅は、当該判定窓Ｗの
生成に用いられた時間幅及びずらし幅である。開始時点は、当該判定窓Ｗの範囲の最小値
である。終了時点は、当該判定窓Ｗの範囲の最大値である。なお、時間幅及びずらし幅は
、参考までに示した情報であり、ステップＳ１０５の処理結果として保持されなくてもよ
い。ずらし幅は、後段の処理においては必要とされず、時間幅は、開始時点及び終了時点
に基づいて特定可能であるからである。
【００７１】
　続いて、相関判定部１６は、変数ｋに１を代入し、変数Ｓに生成された判定窓の個数を
代入する（Ｓ１０６）。変数ｋは、処理対象とする判定窓Ｗの判定窓番号を示す変数であ
る。続いて、相関判定部１６は、判定窓番号がｋである判定窓Ｗ（以下、「判定窓Ｗｋ」
という。）に関して、着目イベントと候補イベントとの相関の有無の判定処理を実行する
（Ｓ１０７）。当該判定処理は、上記したポイント１～４に基づいて実行される。なお、
処理対象とされる判定窓Ｗの順番については、特段の制限は無い。
【００７２】
　続いて、相関判定部１６は、変数ｋの値がＳ以上であるか否かを判定する（Ｓ１０８）
。すなわち、全ての判定窓Ｗについて、ステップＳ１０７が実行されたか否かが判定され
る。変数ｋの値が、Ｓ未満である場合（Ｓ１０８でＮｏ）、相関判定部１６は、変数ｋに
１を加算して（Ｓ１０９）、ステップＳ１０７を繰り返す。変数ｋの値が、Ｓ以上である
場合（Ｓ１０８でＹｅｓ）、結果出力部１７は、ステップＳ１０７における判定結果を出
力する（Ｓ１１０）。
【００７３】
　続いて、ステップＳ１０７の詳細について説明する。図１５は、一つの判定窓に関する
着目イベントと候補イベントとの相関の有無の判定処理の処理手順の一例を説明するため
のフローチャートである。図１５の説明において、判定窓Ｗｋは、図９のステップＳ１０
７が実行される時点における判定窓Ｗｋである。
【００７４】
　ステップＳ２０１において、相関判定部１６は、ポイント２に係る処理を実行する。す
なわち、相関判定部１６は、事例ごとに、判定窓Ｗｋ内の時間間隔の数の判定窓Ｗｋの時
間幅に対する割合Ｚ１ｉｎと、判定窓Ｗｋ外の時間間隔の数の判定窓Ｗｋ外の時間幅に対
する割合Ｚ１ｏｕｔとを算出する。なお、割合Ｚ１ｉｎは、判定窓Ｗｋ内の候補イベント
の発生割合に相当する。また、割合Ｚ１ｏｕｔは、判定窓Ｗｋ外の候補イベントの発生割
合に相当する。相関判定部１６は、比率Ｒ１＝Ｚ１ｉｎ／Ｚ１ｏｕｔが、閾値α以上であ
る事例の割合Ｋ１が、閾値β以上であるか否かを判定する。より詳しくは、相関判定部１
６は、ステップＳ２０１において、以下のような処理を実行する。
【００７５】
　まず、相関判定部１６は、事例ごとに、当該事例に関して算出された時間間隔のうち、
判定窓Ｗｋ内に含まれる時間間隔の個数Ｎ（ｉ）ｉｎと、判定窓Ｗｋに含まれない時間間
隔の個数Ｎ（ｉ）ｏｕｔとを集計する。ここで、ｉは、事例番号である。続いて、相関判
定部１６は、事例ごとに、Ｚ１（ｉ）ｉｎ＝Ｎ（ｉ）ｉｎ／Ｗと、Ｚ１（ｉ）ｏｕｔ＝Ｎ
（ｉ）ｏｕｔ／（Ｗａｌｌ－Ｗ）を算出する。ここで、Ｗは、判定窓Ｗｋの時間幅である
。Ｗａｌｌは、最大時間範囲である。続いて、相関判定部１６は、事例ごとに、比率Ｒ１
（ｉ）＝Ｚ１（ｉ）ｉｎ／Ｚ１（ｉ）ｏｕｔを算出する。続いて、相関判定部１６は、Ｒ
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１（ｉ）が、閾値α以上である事例数について、全事例数に対する割合Ｋ１がβ以上であ
るか否かを判定する。
【００７６】
　図１６は、事例ごとのＺ１ｉｎ及びＺ１ｏｕｔ並びに比率Ｒ１の算出例を示す図である
。図１６において、Ｗａｌｌは、１０００秒であり、判定窓Ｗｋの時間幅は、１００秒で
ある。また、全事例数は、２５である。更に、図１６において、閾値αは８であり、閾値
βは０．５である。
【００７７】
　例えば、事例番号が１である事例１については、Ｎ（１）ｉｎ＝３、Ｎ（１）ｏｕｔ＝
３１である。したがって、Ｚ１（１）ｉｎ＝３／１００＝０．０３、Ｚ１（１）ｏｕｔ＝
３１／（１０００－１００）＝０．０３４である。更に、Ｒ１（１）＝０．０３／０．０
３４＝０．８８である。０．８８は、閾値α未満である。よって、事例１に関するＲ１（
１）は、閾値α未満であると判定される。同様に、各事例について判定した結果が、図１
６の右端の列に示されている。仮に、比率Ｒ１が閾値α以上であると判定された事例数が
２である場合、当該事例数の全事例数に対する割合Ｋ１は、２／２５＝０．０８となる。
この場合、割合Ｋ１は、閾値β未満である。したがって、ステップＳ２０２の判定は、否
定的なものとなる。
【００７８】
　ステップＳ２０２の判定結果が肯定的なものである場合（Ｓ２０１でＹｅｓ）、相関判
定部１６は、候補イベントは、着目イベントと相関が有ると判定する。
【００７９】
　一方、ステップＳ２０１の判定結果が否定的なものである場合（Ｓ２０１でＮｏ）、相
関判定部１６は、ポイント４に対応する処理を実行する。具体的には、相関判定部１６は
、判定窓Ｗｋの開始時点に応じた閾値T_THを求める（Ｓ２０３）。例えば、閾値T_THは、
次のように求められてもよい。
【００８０】
　図１７は、判定窓の開始時点に応じた閾値T_THの求め方の一例を説明するための図であ
る。図１７のグラフｇ１において、横軸は、判定窓Ｗの開始時点に対応し、縦軸は、閾値
T_THに対応する。
【００８１】
　まず、相関判定部１６は、開始時点が０である場合に対して、判定窓Ｗの時間幅の候補
のうちの最小値を、閾値ＨＴ２として割り当てる。本実施の形態において、判定窓Ｗの時
間幅の候補は、図１１に示されるように、１０、２０、５０、１００である。したがって
、判定窓Ｗの時間幅の最小値は、１０である。よって、開始時点が０の場合に対して、１
０が割り当てられる。この場合、グラフｇ１において、点Ｐ１（０，１０）が配置された
ことになる。
【００８２】
　続いて、相関判定部１６は、開始時点が最大時間範囲である場合に対して、時間幅の候
補のうちの最大値を、閾値T_THとして割り当てる。したがって、開始時点が１０００であ
る場合に対して１００が割り当てられる。この場合、グラフｇ１において、点Ｐ２が配置
されたことになる。
【００８３】
　続いて、相関判定部１６は、点Ｐ１と点Ｐ２との間を線形補完して、直線Ｌ１を導出す
る。
【００８４】
　最後に、相関判定部１６は、直線Ｌ１に基づいて、判定窓Ｗｋの開始時点に対応する閾
値T_THを求める。
【００８５】
　上記の方法によれば、判定窓Ｗの開始時点が大きければ大きいほど（すなわち、当該判
定窓Ｗに含まれる候補イベントの発生時期が着目イベントの発生時期から離れていれば離
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れているほど）、閾値T_THを大きくすることができる。なお、点Ｐ１と点Ｐ２との間の補
完方法は、線形補完に限定されない。例えば、点Ｐ１と点Ｐ２との間が、曲線によって結
ばれてもよい。
【００８６】
　続いて、相関判定部１６は、ポイント３に対応する処理を実行する。すなわち、相関判
定部１６は、判定窓Ｗｋの時間幅が、閾値T_TH以下であるか否かを判定する（Ｓ２０４）
。判定窓Ｗｋの時間幅が、閾値T_THを超える場合（Ｓ２０４でＮｏ）、相関判定部１６は
、図１５の処理を終了する。この場合の判定結果は、判定不能となる。
【００８７】
　一方、判定窓Ｗｋの時間幅が、閾値T_TH以下である場合（Ｓ２０４でＹｅｓ）、相関判
定部１６は、ポイント１に対応する処理を実行する。すなわち、相関判定部１６は、図９
のステップＳ１０４において算出された時間間隔の集合のうち、判定窓Ｗｋの範囲に含ま
れる時間間隔の発生割合の、判定窓Ｗｋの範囲に含まれない時間間隔の発生割合に対する
比率Ｒ２を算出する（Ｓ２０５）。
【００８８】
　図１８は、比率Ｒ２の算出方法の一例を説明するための図である。図１８において、最
大時間範囲Ｗａｌｌは、１０００秒であり、判定窓Ｗｋの時間幅は、２０秒である。また
、判定窓Ｗｋの位置（開始時点）は、図１８に示される通りである。また、各事例におけ
る、候補イベントと着目イベントとの時間間隔も、図１８において、事例ごとにプロット
されている通りである。
【００８９】
　まず、相関判定部１６は、図９のステップＳ１０４において算出された時間間隔の個数
Ｎａｌｌを数える。図１８において、Ｎａｌｌ＝３３である。また、相関判定部１６は、
Ｎａｌｌ個の時間間隔の集合のうち、判定窓Ｗｋの範囲に含まれる時間間隔の個数Ｎを数
える。図１８において、Ｎ＝５である。
【００９０】
　続いて、相関判定部１６は、Ｎについて、判定窓Ｗｋの範囲の大きさである時間幅Ｗに
対する割合Ｚｉｎを算出する。図１８において、Ｚｉｎ＝５／２０＝０．２５である。続
いて、相関判定部１６は、判定窓Ｗｋの外の時間間隔の個数について、Ｗａｌｌから判定
窓Ｗｋの時間幅を除く時間に対する割合Ｚｏｕｔを算出する。図１８において、Ｚｏｕｔ

＝（Ｎａｌｌ－Ｎ）／（Ｗａｌｌ－Ｗ）＝０．０２８である。続いて、相関判定部１６は
、ＺｉｎについてＺｏｕｔに対する比率Ｒ２を算出する。図１８において、Ｒ２＝Ｚｉｎ

／Ｚｏｕｔ＝８．９３である。
【００９１】
　図１５に戻る。ステップＳ２０５に続いて、相関判定部１６は、ステップＳ２０５にお
いて算出された比率Ｒ２が、閾値R_TH以上であるか否かを判定する（Ｓ２０６）。閾値R_
THは、予め設定されている。例えば、図１８に関して、閾値R_THが８である場合、比率Ｒ
２は、閾値R_TH以上である。したがって、この場合（Ｓ２０６でＹｅｓ）、相関判定部１
６は、候補イベントが着目イベントと相関を有すると判定する（Ｓ２０７）。一方、比率
Ｒ２が、閾値R_TH未満である場合（Ｓ２０６でＮｏ）、相関判定部１６は、候補イベント
が着目イベントと相関を有さないと判定する（Ｓ２０８）。
【００９２】
　なお、図９のステップＳ１１０では、いずれかの判定窓Ｗｋに関して相関が有ると判定
された場合に、着目イベントを示す情報、着目イベントに相関を有すると判定された候補
イベント（関連イベント）を示す情報、並びに当該判定窓Ｗｋの開始時点及び終了時点が
、関連イベント記憶部１２３に記憶されてもよい。
【００９３】
　図１９は、関連イベント記憶部の構成例を示す図である。図１９において、関連イベン
ト記憶部１２３は、着目イベントを示す情報、関連イベントを示す情報、及び相関が高い
期間を対応付けて記憶する。相関が高い期間とは、当該着目イベント及び当該関連イベン
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トに関して、相関が高いと判定された判定窓Ｗｋの開始時点及び終了時点を示す情報であ
る。
【００９４】
　なお、複数の判定窓Ｗｋに関して相関が有ると判定された場合には、比率Ｒ２が最高で
ある判定窓Ｗｋの開始時点及び終了時点が出力されてもよい。又は、比率Ｒに基づいて、
各判定窓Ｗｋの開始時点及び終了時点がソートされて出力されてもよい。一方、全ての判
定窓Ｗｋに関して、相関が無いと判定された場合、着目イベントと候補イベントとの間に
は相関が無いことを示す情報が出力されてもよい。
【００９５】
　なお、上記では、少なくとも一つの判定窓Ｗｋに関して、相関が有ると判定された場合
に、着目イベントと候補イベントとの相関が認められる。但し、相関が有ると判定された
判定窓Ｗｋの数の個数が、予め定められた閾値γを超えないことが、着目イベントと候補
イベントとの相関が認められるための要件として追加されてもよい。この場合、相関が有
ると判定された全ての判定窓Ｗｋに関する情報（開始時点及び終了時点等）が出力されて
もよい。但し、範囲が重複する判定窓Ｗｋが複数有る場合、例えば、Ｒ２又はＫ１が最大
であった判定窓Ｗｋに関する情報のみが出力されてもよい。
【００９６】
　一方、相関が有ると判定された判定窓Ｗｋの数の個数が、閾値γを超える場合は、相関
の有無を判定するための閾値であるR_TH、α、β等の値が見直されてもよい。例えば、以
下において説明するような方法で、各閾値が設定されてもよい。閾値の見直し後に、図９
のステップＳ１０６以降が実行されてもよい。
【００９７】
　閾値R_TH及び閾値αの決定方法の一例について説明する。図１８の説明に関して、Ｚｉ

ｎ／Ｚｏｕｔと閾値R_THとの関係について、以下の式（１）が成立する。
【００９８】
【数１】

【００９９】
　なお、式（１）において、左辺は、Ｚｉｎに相当する。右辺の括弧内は、Ｚｏｕｔに相
当する。
【０１００】
　また、図１６の説明に関して、Ｚ１（ｉ）ｉｎ／Ｚ１（ｉ）ｏｕｔと閾値αとの関係に
ついて、以下の式（２）が成立する。
【０１０１】
【数２】
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【０１０２】
　式（１）と式（２）との関係より、基本的に、閾値αには、閾値R_THと同じ値が設定さ
れてよい。そして、閾値R_THは、例えば、明らかに相関を有することが既知である二つの
イベント種別を対象に、その既知データを使って算出される比率Ｒ２に基づいて決定され
てもよい。
【０１０３】
　例えば、着目イベントＸと関連イベントＹとが相関を有することが既知であるとする。
また、関連する時間範囲も既知であり、着目イベントが発生する前の１０～２０分前に、
関連イベントＹが発生する可能性が高いことが分かっているとする。
【０１０４】
　このような状況において、上記したように、着目イベントＸと関連イベントＹとの既知
のイベントデータを使って、事例ごとに、当該事例に係る着目イベントＸと、当該着目イ
ベントＸから最大時間範囲内の各関連イベントＹとの時間間隔を求める。
【０１０５】
　続いて、関連する時間範囲（１０～２０分前）に係る判定窓Ｗを使って、判定窓Ｗ内の
関連イベントの発生割合Ｚｉｎと、判定窓Ｗ外の関連イベントの発生割合Ｚｏｕｔを求め
、比率Ｒ２＝Ｚｉｎ／Ｚｏｕｔを求める。
【０１０６】
　R_THの値は、最低閾値であるので、少なくとも比率Ｒ２以上の値に設定されればよい。
なお、閾値R_THの決定において、複数人物の既知データを用い、人物ｐごとにＲ２（ｐ）
を算出し、その最大値がＲ２とされてもよい。
【０１０７】
　上述したように、本実施の形態によれば、複数の判定窓Ｗのそれぞれごとに、当該判定
窓Ｗ内の候補イベントの発生割合と、当該判定窓Ｗ外の候補イベントの発生割合とが比較
されて、着目イベントと候補イベントとの相関の有無が判定される。したがって、単に、
頻度等に基づいて、着目イベントと候補イベントとの相関の有無が判定される場合に比べ
て、或るイベントに相関を有する他のイベントの抽出精度を向上させることができる。
【０１０８】
　なお、本実施の形態は、人の日常生活に関するイベント以外のイベント（事象）に関し
て適用されてもよい。例えば、機器の状態を示すイベントに関して本実施の形態が適用さ
れてもよい。また、コンピュータシステムから出力されるイベント（ログ情報）に関して
本実施の形態が適用されてもよい。
【０１０９】
　なお、本実施の形態において、着目イベントは、第１の種別の事象の一例である。候補
イベントは、第２の種別の事象の一例である。時間間隔算出部１４は、算出部の一例であ
る。相関判定部１６は、判定部の一例である。
【０１１０】
　以上、本発明の実施例について詳述したが、本発明は斯かる特定の実施形態に限定され
るものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、種々の変
形・変更が可能である。閾値αは、第１の閾値の一例である。閾値βは、第２の閾値の一
例である。閾値T_THは、第３の閾値の一例である。
【０１１１】
　以上の説明に関し、更に以下の項を開示する。
（付記１）
　コンピュータに、
　各事象の発生時期を示す情報に基づいて、第１の種別の事象ごとに、当該事象の発生時
期と、当該発生時期から所定時間内に発生した第２の種別の各事象の発生時期との時間間
隔を算出し、
　前記時間間隔に関する値の範囲であって、相互に最小値及び最大値の少なくともいずれ
か一方が異なる複数の範囲のそれぞれごとに、前記時間間隔の集合のうち当該範囲内に含
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まれる時間間隔の数の当該範囲の大きさに対する第１の割合と、前記時間間隔の集合のう
ち当該範囲に含まれない時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさ
に対する第２の割合とを比較して、前記第１の種別の事象と、前記第２の種別の事象との
相関の有無を判定する、
処理を実行させることを特徴とする相関判定プログラム。
（付記２）
　前記判定する処理は、前記複数の範囲のそれぞれについて、前記第１の種別の事象ごと
に、当該事象に関して算出された時間間隔の集合のうち当該範囲に含まれる時間間隔の数
の当該範囲の大きさに対する第３の割合について、当該集合のうち当該範囲に含まれない
時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさに対する第４の割合に対
する比率を算出し、前記複数の範囲のうちのいずれかの範囲において、当該範囲に関して
算出された前記比率の集合のうち第１の閾値以上である比率の数が第２の閾値以上となる
場合には、前記第１の割合と前記第２の割合との比較に関わらず、前記第１の種別の事象
と前記第２の種別の事象とは相関を有すると判定する、
ことを特徴とする付記１記載の相関判定プログラム。
（付記３）
　前記判定する処理は、前記複数の範囲のうち、長さが第３の閾値以下である範囲につい
て、前記第１の割合と前記第２の割合とを比較する、
ことを特徴とする付記１又は２記載の相関判定プログラム。
（付記４）
　前記判定する処理は、最小値が相対的に大きい範囲に関して、前記第３の閾値を相対的
に大きくする、
ことを特徴とする付記３記載の相関判定プログラム。
（付記５）
　コンピュータが、
　各事象の発生時期を示す情報に基づいて、第１の種別の事象ごとに、当該事象の発生時
期と、当該発生時期から所定時間内に発生した第２の種別の各事象の発生時期との時間間
隔を算出し、
　前記時間間隔に関する値の範囲であって、相互に最小値及び最大値の少なくともいずれ
か一方が異なる複数の範囲のそれぞれごとに、前記時間間隔の集合のうち当該範囲内に含
まれる時間間隔の数の当該範囲の大きさに対する第１の割合と、前記時間間隔の集合のう
ち当該範囲に含まれない時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさ
に対する第２の割合とを比較して、前記第１の種別の事象と、前記第２の種別の事象との
相関の有無を判定する、
処理を実行することを特徴とする相関判定方法。
（付記６）
　前記判定する処理は、前記複数の範囲のそれぞれについて、前記第１の種別の事象ごと
に、当該事象に関して算出された時間間隔の集合のうち当該範囲に含まれる時間間隔の数
の当該範囲の大きさに対する第３の割合について、当該集合のうち当該範囲に含まれない
時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさに対する第４の割合に対
する比率を算出し、前記複数の範囲のうちのいずれかの範囲において、当該範囲に関して
算出された前記比率の集合のうち第１の閾値以上である比率の数が第２の閾値以上となる
場合には、前記第１の割合と前記第２の割合との比較に関わらず、前記第１の種別の事象
と前記第２の種別の事象とは相関を有すると判定する、
ことを特徴とする付記５記載の相関判定方法。
（付記７）
　前記判定する処理は、前記複数の範囲のうち、長さが第３の閾値以下である範囲につい
て、前記第１の割合と前記第２の割合とを比較する、
ことを特徴とする付記５又は６記載の相関判定方法。
（付記８）
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　前記判定する処理は、最小値が相対的に大きい範囲に関して、前記第３の閾値を相対的
に大きくする、
ことを特徴とする付記７記載の相関判定方法。
（付記９）
　各事象の発生時期を示す情報に基づいて、第１の種別の事象ごとに、当該事象の発生時
期と、当該発生時期から所定時間内に発生した第２の種別の各事象の発生時期との時間間
隔を算出する算出部と、
　前記時間間隔に関する値の範囲であって、相互に最小値及び最大値の少なくともいずれ
か一方が異なる複数の範囲のそれぞれごとに、前記時間間隔の集合のうち当該範囲内に含
まれる時間間隔の数の当該範囲の大きさに対する第１の割合と、前記時間間隔の集合のう
ち当該範囲に含まれない時間間隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさ
に対する第２の割合とを比較して、前記第１の種別の事象と、前記第２の種別の事象との
相関の有無を判定する判定部と、
を有することを特徴とする相関判定装置。
（付記１０）
　前記判定部は、前記複数の範囲のそれぞれについて、前記第１の種別の事象ごとに、当
該事象に関して算出された時間間隔の集合のうち当該範囲に含まれる時間間隔の数の当該
範囲の大きさに対する第３の割合について、当該集合のうち当該範囲に含まれない時間間
隔の数の前記所定時間から当該範囲を除いた範囲の大きさに対する第４の割合に対する比
率を算出し、前記複数の範囲のうちのいずれかの範囲において、当該範囲に関して算出さ
れた前記比率の集合のうち第１の閾値以上である比率の数が第２の閾値以上となる場合に
は、前記第１の割合と前記第２の割合との比較に関わらず、前記第１の種別の事象と前記
第２の種別の事象とは相関を有すると判定する、
ことを特徴とする付記９記載の相関判定装置。
（付記１１）
　前記判定部は、前記複数の範囲のうち、長さが第３の閾値以下である範囲について、前
記第１の割合と前記第２の割合とを比較する、
ことを特徴とする付記９又は１０記載の相関判定装置。
（付記１２）
　前記判定部は、最小値が相対的に大きい範囲に関して、前記第３の閾値を相対的に大き
くする、
ことを特徴とする付記１１記載の相関判定装置。
【符号の説明】
【０１１２】
１０　　　　　相関判定装置
１１　　　　　イベント選択部
１２　　　　　イベントデータ取得部
１３　　　　　パラメータ取得部
１４　　　　　時間間隔算出部
１５　　　　　判定窓生成部
１６　　　　　相関判定部
１７　　　　　結果出力部
１００　　　　ドライブ装置
１０１　　　　記録媒体
１０２　　　　補助記憶装置
１０３　　　　メモリ装置
１０４　　　　ＣＰＵ
１０５　　　　インタフェース装置
１２１　　　　イベントデータ記憶部
１２２　　　　パラメータ記憶部
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１２３　　　　関連イベント記憶部
Ｂ　　　　　　バス

【図１】 【図２】
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【図１９】



(24) JP 6464811 B2 2019.2.6

10

フロントページの続き

(72)発明者  猪又　明大
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内

    審査官  山下　剛史

(56)参考文献  特開２００７－４８２００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１７５２２５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１１－５０８３３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１１－５１９２８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１２－５３２６３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００７／１４３２３４（ＷＯ，Ａ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ１６Ｈ　　１０／００－８０／００
              Ｇ０６Ｑ　　１０／００－９９／００
              Ａ６１Ｂ　　　５／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

